
記憶を記録化していくことの大切さを語られました。

山岡鉄舟と高橋泥舟の正受庵
との関わりを語られました。

　

飯
山
雪
国
大
学
文
化
講
演

会
が
５
月
15
日
、
市
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
講
師
に
東
洋
大
学

文
学
部
史
学
科
教
授
岩
下
哲

典
氏
を
迎
え
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
昨

年
度
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
延
期

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
今
回

は
感
染
対
策
を
行
い
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
に
、岩
下
先
生
か
ら「
江

戸
無
血
開
城
」、「
信
濃
飯
山
町

パ
ノ
ラ
マ
地
図
」
等
の
書
籍
を

飯
山
市
へ
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
正
受
庵
と
白
隠

に
つ
い
て
の
お
話
し
か
ら
始
ま

り
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
活

躍
し
た
、
山
岡
鉄
舟
と
高
橋
泥

舟
の
生
い
立
ち
と
、
正
受
庵
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
明
治
時
代
の
初
め
に

廃
庵
と
な
っ
て
い
た
正
受
庵
の

再
興
に
関
わ
っ
た
の
は
、
白
隠

や
正
受
老
人
へ
の
思
い
が
あ
っ

た
の
で
は
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
正
受
老
人
三
百

年
遠お
ん

諱き

に
関
す
る
記
念
行
事

が
今
後
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

飯
山
雪
国
大
学
地
元
学
講

座
が
５
月
23
日
、
市
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
宮

下
健
司
先
生
は
飯
山
市
の
歴

史
・
民
族
・
文
化
の
調
査
・
研

究
を
さ
れ
て
い
て
、
今
回
の
講

座
で
は
宮
下
先
生
が
集
め
ら
れ

た
約
２
４
０
枚
の
写
真
を
も
と

に
、
富
倉
、
柳
原
地
区
の
風
土

と
歴
史
を
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
現
代
の
地
域
社
会
を
担
っ
て

い
る
60
代
か
ら
80
代
の
世
代
の

記
憶
を
記
録
化
す
る
こ
と
で
、

後
の
世
代
へ
共
有
す
る
こ
と
、

地
域
の
財
産
は
新
た
な
人
の
結

び
つ
き
、
新
た
な
人
を
呼
ぶ
可

能
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
飯
山
市
の
各

地
区
を
テ
ー
マ
に
し
、
座
学
と

現
地
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
外
様
・
太
田
地
区
を
予

定
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は

生
涯
学
習
だ
よ
り
５
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

柳原公民館＆飯山市公民館共催

日
集合場所と時間
柳原公民館  8:30
終了予定　12:30
（雨天中止）

　飯山と越後をむすんだ塩の道、そして謙信公も行軍路として通っ
たと言われる『富倉峠道』を登山しながら学習しよう！
◆行程：上新田→富倉峠→大将陣→関屋（峠ウォーキング）
◆持ち物・服装 ：昼食（今年度、豚汁の提供はありません）、飲み物、タオル、雨具、熊よけ鈴（ある方）、　マスク、
レジャーシート、登山に適した服装
◆定員：40名　小学生以下の場合は保護者同伴でお願いします。
◆参加者の範囲とお願い：参加者の範囲は市内在住の方。発熱や体調のすぐれない方、県外等との往来が 2週間以
内にある方は参加を見合わせてください。検温やマスクの着用、会話を控えめにするなど、感染防止対策にご協力
をお願いします。
◆申込締切 ： ７月９日（金）まで
◆申込先： 飯山市公民館　☎ 62-3342　※柳原地区の方は柳原公民館　☎ 62-5562
◆その他： 感染症拡大の情勢により、中止となる場合があります。

※詳細は７月号で !!

正受老人 (道鏡慧端 )坐像　寺瀬黙山作

富倉峠ウォーキング 参加者募集

　戦後の混乱期に満州からの日本人引き揚げに多大なご尽力をされた
故丸山邦雄氏（富倉地区滝ノ脇出身）の功績を後世に伝えるための顕
彰碑の完成を祝し、当時の背景を知る識者による講演会を開催します。
（新型コロナウイルス感染防止のため入場を制限する場合があります）。

■お問合せ先
　飯山市公民館　☎ 62-3342

■日時　7月10日 ( 土 )　13:30 開演 （開場13:00）
■会場　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール（入場無料）

㈱NHKアート総合美術センター執行役員 中村 高志 氏（NHKドラマ「どこにもない国」制作統括）

満蒙開拓平和記念館館長　寺沢 秀文 氏

丸山邦雄顕彰碑完成記念講演会

㈱NHKアート総合美術センター執行役員 中村 高志 氏㈱NHKアート総合美術センター執行役員 中村 高志 氏㈱NHKアート総合美術センター執行役員 中村 高志 氏
第1部「主人公としての丸山邦雄氏」

第2部「丸山邦雄氏の功績を通じて考える満蒙開拓の実態と明日の平和」

特別展『正受老人三百年遠
お ん

諱
き

記念展』 7/31㊏～ 9/12㊐

※詳細は７月号で !!

　飯山市美術館では、コロナウイルス感染拡大防止のため１年延期と
なった特別展『正受老人三百年遠諱記念展』の開催に向けて準備を進
めています。
　飯山市の大切な宝である正受庵と正受老人 (1642 ～ 1721)。昨年、
正受老人三百年遠諱という大きな節目を迎え、改めてその崇高な精神
と生き方を学び、広く正受老人を知って頂くこと、また、地域として
正受老人を語り継ぐ機会とするため、正受庵所蔵のゆかりの作品等を
展覧します。

【臨時休館のお知らせ】
７/25( 日 ) ～ 30( 金 ) は、特別展開催に伴う展示作業のため、臨時休館
とさせていただきます。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

主催：（一社）飯山そば振興研究会
共催：飯山市公民館そば打ち手育成講習会 参加者募集

雪室熟成したそば粉で美味しいそば作り
に取り組まれてはいかがでしょうか。

■開講式　　8月 7日（土）開催予定
■会　場　　そば処「棚田の杜　ほくずい」(旧北瑞保育園跡）
■募集人員　二八そばコース 10名　　富倉そばコース 10名
■受講回数　毎月 1回開講、年間 12回受講
二八そばコース　第 2土曜日　　富倉そばコース　第 4土曜日
※各コース共、午前の部、午後の部　各５名受講いただけます。
■受講料　二八そばコース　24,000 円　　富倉そばコース　28,800 円
■申込締切　募集人員になり次第
※1回の受講の際、5人前のそばを打っていただき、お持ち帰りいただきます。新型コロナウ
イルス感染症対策で開講日等に変更が生じたときは、改めて申込者にご案内します。
■申込先　市農林課農業振興係　☎ 67-0729　　 

飯山雪国大学地元学講座
「富倉・柳原地区の風土と歴史を学ぶ」
　－伝統と知恵から学び、記憶を紡ぐ地元学－

飯
山
雪
国
大
学
文
化
講
演
会
開
催

「
正
受
庵
を
気
に
か
け
た

山
岡
鉄
舟
と
義
兄
高
橋
泥
舟
そ
の
生
涯
と
思
想
」

21 生涯学習だより / 21.6

生
涯
学
習
だ
よ
り
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２
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２
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飯
山
市
公
民
館
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０
２
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（
代
表
）
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夏の素足に優しいぞうりを、ご家庭の古いタ
オルで作ってみましょう！

セ
ナ
カ
チ

　
ふ
る
さ
と
館
友
の
会
の
「
小

菅
の
景
観
部
会
」
及
び
「
寺
町

部
会
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
菅
区

で
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
菅
の
景
観
部
会
は
、
５
月

３
日
、「
ミ
ニ
柱
松
作
り
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
柱
松
作

り
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
「
小
菅
の
柱
松
行
事
」
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

柱
松
作
り
の
実
習
及
び
技
術
の

伝
承
・
共
有
を
目
的
に
小
菅
区

が
企
画
し
、
今
年
で
２
年
目
に

な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
原
寸
の
２
分
の
１

サ
イ
ズ
の
柱
松
を
本
番
と
同
様

の
手
順
で
制
作
し
ま
し
た
。
部

会
員
も
地
元
の
方
に
教
わ
り
な

が
ら
作
業
を
手
伝
い
、
お
よ
そ

３
時
間
か
け
て
ミ
ニ
柱
松
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
柱
松
行
事
の
出
演
者
で
あ
る

松
太
鼓
と
仲
取
の
実
演
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
祭
り
本
番
で
着
用

す
る
装
束
や
道
具
も
じ
っ
く
り

見
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
ミ
ニ
柱
松

は
10
月
末
ま
で
小
菅
区
文
化

財
収
蔵
庫
前
に
展
示
さ
れ
て

「
ミ
ニ
柱
松
作
り
」・「
護
摩
堂
修
理
見
学
会
」

ふ
る
さ
と
館
友
の
会  

小
菅
で
学
習
会

い
ま
す
（
文
化
財
収
蔵
庫
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
休
館
中
）。

　

寺
町
部
会
は
、
５
月
18
日
、

現
在
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
護
摩
堂
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
友
の
会
顧
問
で
小
菅
区
の

望
月
武
さ
ん
か
ら
護
摩
堂
の
歴

史
や
規
模
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
、
工
事
の
施
工
業

者
か
ら
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

修
理
に
は
伝
統
的
な
技
術
が
随

所
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
み
ご

と
な
職
人
技
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
財
の

修
理
は
、
文
化
財
の
継
承
と
と

も
に
職
人
の
技
術
の
継
承
に
も

つ
な
が
る
と
て
も
重
要
な
工
事

で
あ
る
と
い
っ
た
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

完成したミニ柱松と松太鼓・仲取

　長野県では大正時代ころから海外への移民が推し進められるようになり、北信濃からも南米
や東南アジア、満州などに向けて多くの人々が海を渡りました。そしてまた、多くの人々が計り知
れない苦難を経験しました。この夏、ふるさと館では北信濃の海外移民の歴史に関する資料を
展示することにより、平和への願いを新たにする機会となる展示にしたいと考えています。

会期：7月10日（土）～8月22日（日）まで
休館日：月曜日（月曜が祝日の場合は翌日休館）

飯山市ふるさと館企画展　平和への願い～北信濃の海外移民～

ふるさと館蔵 工事中の護摩堂を見学する参加者

北
村
姉
妹

大
川
義
秋×

三
味
線

ユ
ニ
ッ
ト

8月9日（月・振休）［開演］14:00（開場13:30）
飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）
［入場料］ 一　　 般　2,000 円

高校生以下　1,000 円（全席自由・未就学児入場不可）

飯山市文化交流館なちゅら　
☎ 67-0311（９～22時・火曜休館）

［主　催］ 飯山市／飯山市教育委員会

長野県芸術監督団事業
「NAGANO O

オ ー ガ ニ ッ ク
RGANIC A

エ ア ー
IR」地域交流プログラム／飯山版参加者

募　集 表現ワークショップ

「禅と表現　行ったり来たり」
　劇作家・演出家の柴幸男さんが、正受庵への訪問を重ねる中で作った新しいワークショッ
プです。自分の表現活動をさらに深めたり、いつもと違う方法で取り組んでみたりしたい人
など、表現活動に向き合いたい方ならどなたでもご参加いただけます。

♪演奏曲
・津軽じょんがら節  ・さらし風手事
・ソーラン節　　　  ・花は咲く
・六段の調べ　　　 ・夜に駆ける  ほか

［お問合せ］

［プレイガイド］ 飯山市文化交流館なちゅら

＊新型コロナウイルス感染拡大防止対策＊
・体温が 37.5 度以上ある方、体調の悪い方
　は来場をご遠慮ください。
・マスクの着用、手指消毒、入館時の検温に
　ご協力をお願いします。
・チケットの裏面に「お名前」「連絡先」を
　ご記入ください。

涼風の響奏
　～すずかぜのひびな～

KO
TO
M
EN

箏
　
男

ふるさと館たいけん工房④　参加者募集！！
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夏にさわやか　布ぞうり
◇日　時　　 7月10日（土）10:00 ～11:30
◇講　師　   小野英子さん（ふるさと館市民学芸員）
◇対　象　   市内小学生～（大人・親子もご参加いただけます）
◇参加費   　無料
◇持ち物   　使い古しのタオル3本、布切りはさみ
◇申込締切　7月4日（日）
◇申込先   　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030　

　
荷
物
を
背
負
う
と
き
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
背
中
に
あ
て
ら

れ
る
道
具
。
全
国
的
に
は
「
セ

ナ
カ
ア
テ
」「
ネ
コ
」
な
ど
と

も
呼
ば
れ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
、

名
前
や
作
り
方
に
違
い
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
セ
ナ
カ
チ
は
富

倉
地
区
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
。　〇定　員：8名

〇日　程：　7月   3 日（土）「禅を体験する・知る」
　　　　　　7月   4 日（日）「自分の表現と向き合う」
　　　　　 10 月 30 日（土）「共有する」
　　　　　 （※全日程に参加できる方優先とします）
〇講　師：柴  幸男（劇作家・演出家・劇団ままごと主宰）
〇参加費：無料

〇応募締切：6月 25日（金）昼 12:00 まで
　・申込み多数の場合は抽選となります。
　・抽選の有無に関わらず参加の可否については
　　6月 28日（月）までにご連絡いたします。
〇申込み・問合せ：飯山市文化交流館なちゅら
　☎ 67-0311（9～22時・火曜休館）
※チラシは各地区活性化センターにもあります



　

就
職
を
機
に
飯
山
に
住
み

始
め
て
7
年
が
経
ち
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
公
民
館
行
事
に
も
誘
っ
て
い

た
だ
き
、
仕
事
以
外
に
も
つ
な

が
り
が
で
き
、
公
私
に
メ
リ
ハ

リ
が
つ
い
て
充
実
し
た
毎
日
を

送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
毎
年
参
加
し
て
い
る

の
が
飯
山
市
駅
伝
大
会
で
す
。

地
区
対
抗
で
行
わ
れ
る
独
特
の

空
気
感
と
緊
張
感
が
あ
り
、
ほ

か
の
駅
伝
と
は
一
味
違
っ
た
大

会
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
時
代

に
走
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

私
も
す
ぐ
に
飯
山
地
区
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
の
こ
ろ
は
地
元
の
人
間

で
は
な
い
申
し
訳
な
さ
、
や
り

づ
ら
さ
と
若
干
の
気
恥
ず
か

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
が
む

し
ゃ
ら
に
頑
張
る
小
学
生
や
自

分
の
時
間
を
割
い
て
走
る
大
人

の
方
と
、
一
緒
に
練
習
し
て
い

く
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
溶
け

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
凄
い
と
こ
ろ

は
、
幅
広
い
年
代
が
一
つ
の
こ

と
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
普
段
の
日
常
生
活
で
は

交
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
人
と
で

も
、
大
会
に
向
け
て
は
同
じ

チ
ー
ム
と
し
て
練
習
し
ま
す
。

大
人
は
自
分
の
練
習
を
す
る
傍

ら
で
、
小
学
生
、
中
高
生
の
面

倒
を
見
る
。
子
ど
も
た
ち
は
大

人
の
よ
う
に
速
く
な
ろ
う
と
練

習
す
る
。
年
上
の
人
の
背
中
を

見
て
育
っ
て
い
く
環
境
が
自
然

と
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
駅
伝

大
会
は
全
国
的
に
見
て
も
少
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
発
達
し
た
こ
と
や
、
大
会

の
専
門
性
が
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
に
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
ん

な
中
で
、
飯
山
市
駅
伝
大
会
は

い
ま
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
に
、

地
元
の
方
の
理
解
や
準
備
に
あ

た
る
関
係
者
の
方
の
努
力
の
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
年
々
、
選
手
集
め
や
チ
ー
ム

編
成
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
私
は
こ
の
大
会
が
い

つ
ま
で
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で

す
。

　

学
校
生
活
や
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
と
は
ま
た
異
な
っ
た
、
地
域

で
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
環

境
が
で
き
て
お
り
、
体
を
動
か

す
こ
と
へ
の
き
っ
か
け
や
頑
張

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
ま
け
に
私
の
よ
う
な
市
外
か

ら
の
人
間
が
地
域
と
関
わ
れ
る

ど
う
な
る
？
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
れ
か
ら

飯
山
地
区　

藤
木 

勇
紀　

場
所
で
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

　
２
年
続
け
て
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
飯
山
市
駅
伝
大

会
が
今
年
こ
そ
は
開
催
で
き
る

と
い
い
な
と
願
い
な
が
ら
、
子

ど
も
が
活
躍
で
き
る
、
輝
け
る

場
所
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
、

私
も
自
分
の
立
場
か
ら
や
れ

る
範
囲
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山口城跡現地見学会の様子

申
込
先　
飯
山
公
民
館 

【
お
知
ら
せ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
次
の
事
業
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
６
日
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
交
流
試
合

６
月
８
日
・
22
日　
老
燃
教
室

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

◇
秋
津
地
区
運
動
会
お
よ
び

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
の
中
止

　
５
月
10
日
に
拡
大
小
委
員
会
、

６
月
２
日
に
集
落
公
民
館
長
会

を
開
催
し
、
６
月
27
日
㈰
と
、
８

月
１
日
㈰
に
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て

い
た
秋
津
地
区
運
動
会
と
、
バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
事
業
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

「
中
止
」
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

２
年
続
け
て
の
中
止
と
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
来
年
度
は
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
事
業

　

８
月
22
日
㈰
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
秋
津
地
区
球
技
交
流
大

会
は
、
今
後
の
状
況
を
見
て
実
施

の
可
否
を
判
断
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
後
日
改
め
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◇
看
板
立
て
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
23
日
、
早
朝
か
ら
公
民

館
専
門
部
員
に
よ
る
瑞
穂
管
内

史
跡
の
看
板
立
て
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

北
瑞
か
ら
中
央
南
瑞
と
7
カ

所
へ
先
輩
専
門
部
員
が
、
後
輩
部

員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
、

去
年
設
置
し
た
辺
り
の
写
真
を

見
て
杭
ん
棒
を
立
て
、
番
線
で
固

定
し
ま
し
た
。

◇
山
口
城
跡
現
地
見
学
会

　

５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
現

地
見
学
会
に
は
、
総
勢
22
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
山
口
城
跡
は
飯
山
で
は
最
大
の

山
城
で
す
。
当
日
は
２
名
の
現
地

ガ
イ
ド
に
案
内
さ
れ
、
お
屋
敷
跡

や
馬
場
、
空
堀
、
土
塁
、
本
郭
な

ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
国

時
代
の
山
城
は
、
か
つ
て
の
姿
を

偲
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
７
月
４
日
㈰
に
予
定
さ
れ
た
ゲ

ー
ト
・
マ
レ
ッ
ト
大
会
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情

勢
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
６
月
20
日
㈰
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
区
民
親
睦
ツ
ア
ー

　
　
　
の
開
催
に
つ
い
て

日
付　
７
月
10
日
㈯

場
所　
飯
山
市
文
化
交
流
館
な

ち
ゅ
ら
及
び
飯
山
駅
前
公
園

　

当
日
は
、
富
倉
出
身
の
丸
山

邦
雄
顕
彰
碑
像
の
除
幕
式
が
あ

り
、
記
念
講
演
会
及
び
除
幕
式

へ
参
加
し
ま
す
。
参
加
募
集
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
戸
へ
配
布
し

ま
し
た
チ
ラ
シ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◇
外
様
公
民
館
長
杯

　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

　
５
月
23
日
、
恒
例
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
球
技
大
会
を
長
峰
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ
た

26
人
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
腕

前
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

男
性
の
部

　
優　
勝  

小
林
和
人（
中
曽
根
）

　
準
優
勝  

関　
靖
英
（
尾
崎
）

　
第
３
位  

服
部　
巌
（
中
条
）

女
性
の
部

　
優　
勝  

野
上
京
枝
（
顔
戸
）

　
準
優
勝  

栗
岩
輝
子
（
顔
戸
）

　
第
３
位  

足
立
早
苗
（
顔
戸
）

◇
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
７
月
３
日
㈯
に
飯
水
岳
北
交

通
安
全
・
防
犯
協
会
常
盤
支
部

と
の
共
催
で
「
常
盤
地
区
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
競
技
は
午
前
８
時
か
ら
長
峰
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
競
技
は
午
後
１
時
か
ら
大

倉
崎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に

よ
っ
て
は
、
大
会
を
中
止
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
（
そ
の
場
合
は
防

災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

大
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
常
盤
公

民
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
公
民
館

☎ 

65
4
5
7
9

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
６
月
９
日
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
教

室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
毎
週

水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
に
戸

狩
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。岡

山
公
民
館

☎ 

69
2
0
1
0

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

5
月
23
日
に
予
定
し
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

感
染
対
策
状
況
な
ど
を
対
応
し

な
が
ら
秋
頃
に
再
度
事
業
計
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

富
倉
公
民
館

☎ 

67
2
1
3
6

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

外
様
公
民
館

☎ 

62
1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

柳
原
公
民
館

☎ 

62
5
5
6
2

瑞
穂
公
民
館

☎ 

65
2
5
0
1 

◇
飯
山
地
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会

目
的　
地
域
の
連
帯
と
親
睦
を

深
め
、
体
力
づ
く
り
を
目

指
す
た
め 

日
時　
７
月
４
日
㈰
13
時
か
ら 

場
所　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

申
込  

字
町
公
民
館
か
ら
チ
ラ
シ

を
隣
組
回
覧
し
ま
す

締
切　
６
月
21
日
㈪
ま
で

7 / 4 日

◆日程 ：8:00 太田公民館集合・バスで出発地点へ～仏ヶ峰登山口～桂池（平丸峠）～黒岩山～ソブの池～
　　　　　　富倉峠～涌井～太田公民館【16:30 頃解散予定】（12.7㎞）
◆参加対象：小学 4年生以上の完歩できる人　※小学生は保護者の同伴をお願いします。
◆定員 ： 25 名（先着順）
◆持ち物 ： 昼食、おやつ、飲み物（1～ 1.5㍑程度）、雨具、常備薬、携帯電話等
◆服装 ： トレッキングシューズ、体温調節のできる服装、帽子
◆参加料 ： 2,500 円（ガイド料金等含）
◆申込締切：6月 25日（金）
◆申込先 ： 飯山市公民館　☎ 62-3342　※太田地区の方は太田公民館　☎ 65-4579

集合場所と時間（少雨決行）
太田公民館  8:00
終了予定　16:30

信越トレイルを歩こう！太田公民館＆
飯山市公民館共催

2425  生涯学習だより / 21.6
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◇7月図書館カレンダー ◇

1 木 10:30絵本とわらべうたの会
2 金 移動図書館車④太田 ･富倉
3 土
4 日 10:30 ～おはなしひろば
5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車①北原 ･常盤
8 木 10:30絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車③温井 ･秋津
15 木 10:30絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車④太田 ･富倉
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車①北原 ･常盤
22 木
23 金
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車③温井 ･秋津
29 木 10:30絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
31 土
■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　 年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

　こんにちは市立飯山図書館です。
今回は貸出・返却のご案内です。図書やＤＶＤ等を借りるときは    
図書カードと一緒にカウンターへお持ちください。

返却はカウンターまでお願いします。
図書館が閉まっている場合は返却ポストにお願いします。
（ただしCD・DVDなどは破損防止のため、カウンターへ返却を　
お願いします。）

返却期限に返せないときは…
次の予約の方がいない場合に限り、1回のみ貸出延期ができます。
延期した場合は返却予定日から2週間後が次の返却日になります。
（ただしDVD・ビデオの延期はできません）
カウンターまたはお電話（☎62-1118）にてお問い合わせください。

　
　

貸出

全部で 10冊
借りられます

図書・紙芝居
CD・カセット ２週間の貸出

 DVD・ビデオ（２点まで）
 雑誌（最新号以外） １週間の貸出

携帯電話版

 市立飯山図書館ＱＲコード
　　　　　 図書館の情報を検索できます　

スマートフォン版

借りるとき・返すとき
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　祝日のため
　【絵本とわらべうたの会】
　  お休みのお知らせ

　　 7 月 22 日 （木 ・ 祝）

なお図書館は開館しています

　長引くコロナ禍で、外出を控
えた「おうち時間」が続いていま
す。そんな日々の中で気分だけで
も「３６５日日本一周絶景の旅」
を楽しんでみませんか？
　日本中から３６５カ所の絶景を
集めてできた本は、どのページを
開いても素晴らしいです。
　絶景にまつわる歴史や文化の解
説、その日、その絶景が見られる
ベストタイム、小さな地図もつい
ているので、ガイドブックとして
も参考になります。

３６５日

著者：TABIPPO

旬の本☆話題の本☆意外な本

日本一周絶景の旅

 

蔵
書
点
検
作
業
が
終
了
し
ま
し
た

ようこそ

図書館へ vol.2

　

5
月
25
日
か
ら
6
月
3
日

ま
で
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
蔵
書
点
検
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
休
館
中
は
返
却
に
ご

来
館
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
蔵
書
点
検
と
は
、
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
く
貴
重
な
財
産

で
あ
る
蔵
書
を
一
冊
ず
つ
端
末

で
読
み
、
蔵
書
デ
ー
タ
と
照
合

す
る
と
い
う
作
業
で
す
。
こ
の

作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所

在
不
明
の
本
や
本
来
と
違
う
書

棚
に
あ
る
本
を
探
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
書
棚
整
理
や

館
内
清
掃
も
併
せ
て
行
い
ま
し

た
。

　

図
書
館
は
6
月
4
日
よ
り

開
館
し
て
お
り
ま
す
。
移
動
図

書
館
車
も
運
行
を
再
開
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ

ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▲端末にて本のデータを読み込む作業

　読書感想文コンクール課題図書
　

第
67
回
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
課
題
図
書
が
揃
い
ま
し

た
。
課
題
図
書
と
は
本
の

専
門
家
の
先
生
方
が
、
新

し
く
出
版
さ
れ
た
本
の
中

か
ら
、
学
年
に
合
わ
せ
て

読
ん
で
ほ
し
い
本
を
選
ん

だ
も
の
で
す
。

　

半
世
紀
を
超
え
て
多
く
の

児
童
や
生
徒
に
取
り
組
み
続

け
ら
れ
て
い
る
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
の
感
動
を

文
章
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
読
書
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
を
育
み

ま
す
。

　

課
題
図
書
は
、
小
学
校
低

学
年
か
ら
高
等
学
校
ま
で
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
自

分
の
学
年
の
本
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。
さ
て
今
年
は
ど
ん
な

本
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
…
。

　
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
児
童

書
の
書
棚
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

らいぶらり
ブックレビュー

趣
　
味
・
実
　
用

日
本
で
働
く

伊
藤 

泰
郎

老
い
の
福
袋

樋
口 

恵
子

そ
れ
で
も
児
童
相
談
所
は
前
へ

奥
田 

晃
久

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
日
本
料
理
の
常
識

長
島 

博
/

監
修

「
役
に
立
た
な
い
」
研
究
の
未
来

初
田 

哲
男

斉
藤
謠
子
の
布
で
描
く
い
き
も
の
た
ち

斉
藤 

謠
子

ホ
ク
ト
の
1
番
お
い
し
い
き
の
こ
レ
シ
ピ

ホ
ク
ト(
株)

/
監
修

今
さ
ら
聞
け
な
い
農
業
・
農
村
用
語
事
典

農
文
協
/

編

す
て
き
な
花
言
葉
と
花
の
図
鑑

川
崎 

景
介
/
監
修

デ
ザ
イ
ン
書
道
マ
ニ
ュ
ア
ル

美
登 
英
利

こ
れ
で
お
し
ま
い

篠
田 

桃
紅

ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

近

岡 

令

よ
　
み
　
も
　
の

貴
方
の
た
め
に
綴
る
18
の
物
語

岡
崎 

琢
磨

な
ぜ
秀
吉
は

門
井 

慶
喜

己
丑
の
大
火

佐
伯 

泰
英

星
落
ち
て
、
な
お

澤
田 

瞳
子

博
覧
男
爵

志
川 

節
子

ひ
き
な
み

千

早 

茜

非
弁
護
人

月
村 

了
衛

臨
床
の
砦

夏
川 

草
介

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
悔
恨

中
山 

七
里

カ
ー
ド
師

中
村 

文
則

小
説
８
０
５
０

林 

真
理
子

植
物
忌

星
野 

智
幸

郷
　
　
　
土

山
並
み
大
図
鑑

佐
々
木 

信
一
/
写
真

そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
信
州
移
住

北
尾 

ト
ロ

昭
和
30
年
代
〜
50
年
代
の
地
方
私
鉄
を
歩
く　

第
13
巻

高
井 

薫
平

文
　
　
　
庫

25
の
短
編
小
説

小
説
ト
リ
ッ
パ
ー
編
集
部
/
編

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

松
田 

青
子

ぬ
る
い
毒

本
谷 

有
希
子
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